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平成30年度
診療報酬改定について

常務理事
榊 　 正 幸

今回の改定概要は「院内感染防止対策の推

進」「地域包括ケアシステムの構築推進」「口

腔疾患の重症化予防・口腔機能低下への対応・

生活の質に配慮した歯科医療の推進」「特定薬

剤の算定方法の見直し」「特定保険医料材料の

機能区分の見直し」等として歯科診療報酬本体

の改定率としては＋0.69％でありましたが、歯

科医院経営の改善にはまだまだ茨の道と感じま

す。近年の政府・厚労省は情報が過多で内容の

理解が困難なことが多い。従来の一般歯科開業

医は、う蝕や義歯中心の治療形態が主であった

が、少子高齢化が進み「口腔機能の管理・維

持・改善」の診療報酬体系に移行する傾向とと

らえる事が必要です。

厚労省の“平成30年度診療報酬改定の概要”

には治療中心型から治療、管理、連携型と地域

に求められる歯科治療ニーズの変化について記

載されています。各年代の歯科治療の変化があ

り、即ち治療中心型という点数配分は減少傾向

と受け止められます。さらに支払基金改革や診

療報酬抑制策等、次回の診療報酬改定ではより

厳しい変化が予測されます。

今回の改定では、種々の施設基準というハー

ドルを超えなければ、特に最低でも基本診療

料・院内感染防止対策の施設基準を届出しなけ

れば歯科医療機関は基本診療料が減算となりま

す。また、外来環・歯援診・か強診等々施設基

準の導入は、地域の歯科医療機関として避けて

は通れない状況になりつつあり、地域住民のラ

イフステージに応じた診療形態が我々歯科医師

に求められる役割となりつつあります。今回の

改定を機会に少なくても是非院内感染防止対策

が盛り込まれた基本診療料の施設基準の届出を

提出し、患者の安心・安全等要望に応えること

を望みます。

なお、下記の日程・地区で塩原徳勇先生を講

師として、新診療報酬改定に関しての保険説明

会、および基本診療料・院内感染防止対策の施

設基準に必要な研修会を開催、受講者には受講

終了証を発行しますのでご参加ください。
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第13回理事会

日　時　平成30年３月８日（木）16時

場　所　茨城県歯科医師会館　会議室

報告者　増本章典

１．開　　会

２．会長挨拶

３．報　　告

（1）一般会務報告

（2）退会について

（3）茨城における小児の発達を支える地域リハ

ビリテーションを考える会

平成29年度第２回研修会の後援名義の使用

許可について

例年通り後援することとした。

（4）利根町医療福祉費支給制度（町単独事業

分）への公費負担者番号導入について

（5）３月開業予定の歯科医院について

（6）平成30年度塩原先生保険講習会の日程につ

いて

（7）各委員会報告について

医療管理委員会、地域保健委員会、学校歯

科委員会、社会保険委員会、専門学校

４．協議事項

（1）入会申込みの受理について

橋本和典先生　水戸地区　１種　

鶴見大歯卒　承認

吉村宅弘先生　県南地区　２種　

岩医大歯卒　承認

豊間貴子先生　県南地区　１種　

奥羽大歯卒　承認　　

（2）平成30年度事業計画（案）について

承認

（3）平成30年度事業予算（案）について

承認

（4）平成30年度設備投資の見込みについて

承認

（5）会員功労賞について

承認

（6）平成29年度「永年勤続従業員」について

承認

（7）平成29年度「永年勤続職員」について

承認

（8）筑波記念病院が開催する第38回全国デイ・

ケア研究大会2018inつくばへの後援について

後援することとした。承認
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（9）（公社）茨城県歯科医師会口腔センター平

成30年度講演会・研修会開催（案）について 

承認

（10）緊急を要する医療情報配信システムへの登

録について 

県ホームページから会員が個別に登録して

もらう事で承認

（11）健康フォーラム2019 について

開催日時、場所、スケジュール等、今湊理

事に一任することで承認

（12）平成30年度日本学校歯科医会会長表彰被表

彰候補者の推薦について

森永会長に一任することで承認

（13）日本スポーツ歯科医学会マウスガード研修

施設に関わる学会認定医取得時の旅費等の派

遣費用に関する要望書について

承認

（14）茨城県睡眠時無呼吸症候群に対する地区

ネットワークの設立について

学術委員会にネットワーク設立を依頼する

ことで承認

（15）クレーム対応費用保険について

承認

（16）その他

○行事予定について

平成30年４月19日（木）午後４時

第１回理事会

平成30年５月17日（木）午後４時

第２回理事会

平成30年５月19日（土）

第18回日本スポーツ・健康づくり歯学協議会
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　３月　８日 　茨城歯科専門学校において卒業式を挙行。歯科衛生士科50名、歯科技工士科５名の学生が

本校を卒業した。

　３月　８日 　未就業歯科衛生士復職支援のための講習会をつくば市「つくばシティアビル歯科」にて開

催。プロービング、スケーリング、エアーフロー、PMTC、超音波スケーラーの実習を行っ

た。

 　受講者　１名

　３月　８日 　第13回理事会を開催。入会申込みの受理、事業計画（案）、事業予算（案）、平成30

年度設備投資の見込み、会員功労賞、永年勤続従業員、永年勤続職員、筑波記念病院が開

催する第38回全国デイ・ケア研究大会2018inつくばへの後援、口腔センター平成30年度講

演会・研修会開催（案）、緊急を要する医療情報配信システムへの登録、健康フォーラム

2019、日学歯会長表彰被表彰候補者の推薦、日本スポーツ歯科医学会マウスガード研修施

設に関わる学会認定医取得時の旅費等の派遣費用に関する要望書、茨城県睡眠時無呼吸症候

群に対する地区ネットワークの設立、クレーム対応費用保険について協議を行った。

 　出席者　森永会長ほか16名

　３月　８日 　第３回県医療審議会が県庁舎にて開催され、第６次茨城県保健医療計画の進捗状況ほかに

ついて協議が行われた。

 　出席者　森永会長

　３月１０日 　都道府県社会保険担当理事連絡協議会が日歯会館にて開催され、平成30年度診療報酬改定

に係る改定内容の説明について協議が行われた。

 　出席者　榊常務ほか４名

　３月１０日 　医療事故調査制度対応支援委員・外部委員研修会が県医師会にて開催され、「医療事故調

査制度における外部委員の役割と報告書作成の留意事項」ほかについて講演が行われた。

 　出席者　村居常務ほか１名

　３月１１日 　第４回JMAT茨城研修会が水戸医療センター看護学校にて開催された。午前はJMAT総論

の後、トリアージ講習が行われ、午後からは８チームに分かれての図上訓練が行われた。

 　出席者　征矢副会長ほか13名

　３月１１日 　日学歯会長の川本強先生の瑞宝双光章受章を祝う会が帝国ホテルにて開催された。

 　出席者　森永会長

　３月１２日 　糖尿病性腎症重症化予防プログラム研修会が県庁舎にて開催され、行政説明の後、二題の

講演が行われた。

 　出席者　藤田

　３月１４日 　第４回学校歯科委員会を開催。基礎研修会、平成29年度よい歯の学校表彰調査、第69回
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関東甲信越静学校保健大会、日学歯のHP「加盟団体BOX」について協議を行った。

 　出席者　千葉学校歯科部長ほか10名

　３月１４日 　口腔ケア講習会を結城市民文化センター「アクロス」にて開催し、地域包括ケアを目指し

て、～ケアマネジャーからの提言、歯科医師からの提言～をテーマに講習を行った。

 　受講者　39名

　３月１４日 　第３回講師会を開催。進級判定及び単位認定、特待生の選考について協議した。

 　出席者　征矢校長ほか 14名

　３月１４日 　第４回県地域医療連携推進協議会・講演会が水戸京成ホテルにて開催された。

 　出席者　森永会長ほか１名

　３月１５日 　第187回日歯臨時代議員会が日歯会館にて開催される（～16日）。平成30年度事業計画の

件、入会金及び会費の額の件、収支予算の件、資金調達及び設備投資の見込みの件について

議事を執り行った。

 　出席者　森永日歯代議員ほか２名

　３月１６日 　関東地区大規模災害対策検討特別委員会が東京都歯科医師会会議室にて開催され、災害時

における施設利用の協力に関する協定書の締結に伴う実務対応の検討、災害時相互支援体制

等に関わる日歯への要望書に対する回答について協議が行われた。

 　出席者　村居常務ほか１名

　３月２０日 　日学歯第３回議事運営特別委員会が日歯会館にて開催された。

 　出席者　森永日学歯議長

　３月２３日 　第４回茨城型地域包括ケアシステム推進センター運営協議会が水戸プラザホテルにて開催

された。

 　出席者　森永会長

　３月２５日 　日学歯「学校歯科医生涯研修制度」基礎研修会・茨歯会学校歯科医研修会を開催。学校歯

科保健に関する概論の学校歯科保健における保健教育、保健管理、組織活動について研修を

行った。

 　受講者　34名

　３月２６日 　県介護保険審査会が県庁舎にて開催され、介護保険料等に対する審査請求について審議が

行われた。

 　出席者　小野寺理事

　３月２８日 　日学歯第94回総会が日歯会館にて開催され、平成30年度事業計画・収支予算について協

議が行われた。なお、席上、赤塚修氏（水戸市）ほか10名が日学歯会長表彰を受けられた。

 　出席者　森永日学歯代表会員ほか１名

　３月２８日 　関東甲信越静学校保健大会打合せ会が日歯会館にて開催され、歯科職域部会の内容と運営

について協議が行われた。

 　出席者　千葉理事

　３月２８日 　県防災会議が庁舎にて開催され、地域防災計画の改定について協議が行われ、その後の県

国民保護協議会では県国民保護計画の改定について協議が行われた。
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 　出席者　村居常務

　３月２９日 　厚生局との指導関係打合せを開催。平成30年度指導計画及び平成29年度指導結果につい

て協議を行った。

 　出席者　須藤厚生局茨城事務所長ほか５名、黒澤副会長ほか６名

　３月３０日 　専門学校にて第４回体験入学を実施。歯科衛生士科17名、歯科技工士科３名の参加者に対

して学校施設説明などを行った。

　４月　５日 　茨城政経懇話会４月例会がホテルテラスザガーデン水戸にて開催された。

 　出席者　森永会長

　４月　９日 　茨城歯科専門学校平成30年度入学式を挙行。歯科衛生士科50名、歯科技工士科９名の入

学を許可した。

　４月１１日 　第１回社会保険正副委員長会議を開催。第１回委員会、院内感染防止対策に係る施設基準

の提出方法、監査、指導、疑義、理事会、審査内容、保険講習会について協議を行った。

 　出席者　榊社会保険部長ほか２名

　４月１１日 　第１回社会保険委員会を開催。院内感染防止対策に係る施設基準の提出、疑義、保険講習

会について協議を行った。

 　出席者　榊社会保険部長ほか21名

　４月１２日 　第１回地域保健委員会を開催。今年度の事業計画について協議を行った。

 　出席者　北見地域保健部長ほか９名

　４月１２日 　第１回厚生委員会を稲敷市内にて開催。第40回歯科医師親善地区対抗ゴルフ大会、第23

回地区対抗ソフトボール大会、平成30年度委員会事業計画、関東地区歯科医師親善ゴルフ大

会について協議を行った。

 　出席者　増本厚生部長ほか６名

　４月１２日 　歯科特殊健康診断認定歯科医師講習会を開催。産業口腔保健統括マネージャーの戒田敏之

氏が「歯科医師による特殊健康診断」について講習を行い、その後質疑応答を行った。

 　受講者　53名

　４月１３日 　四師会正副会長等会議が県医師会にて開催され、当面の課題について協議が行われた。

 　出席者　森永会長ほか１名

　４月１６日 　県保健所再編検討懇話会が県庁舎にて開催され、現状、課題、方向性について協議が行わ

れた。

 　出席者　森永会長

　４月１８日 　労働保険年度更新説明会がホテルテラスザガーデン水戸にて開催され、労働保険年度更新

（法令改正を含む）ほかについて研修が行われた。

 　出席者　須能
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1．挨　　拶

茨城県歯科医師会会長 森永　和男　先生

2．趣旨説明

　茨城県歯科医師会学校歯科担当理事

千葉　順一　先生

3．講　　義

（１）「学校歯科保健概論」 田﨑　良生　先生

① 学校歯科保健は、歯・口を通じ、保健教育と

保健管理の協調のなかで「心身ともに健康な

国民の育成を期する」活動である 。

② 歯・口の状態は、子どもたちの生活習慣の状

況を反映することから、「歯・口の健康づく

り」は、健康教育の題材に適し、子どもたち

の「生きる力」の育成に重要な活動である。

③ 学校歯科医による健康診断に基づいて、学校

保健計画・学校安全計画を立案することや的

確な事後措置を行うことが大切である。

④ 学校歯科医としての職務は学校保健安全法に

示されており、健康診断だけでなく、健康相

談、保健指導、学校における保健管理に関す

る専門的事項に関する指導などにも従事する

と規定されている。さらに、これらの職務に

従事した時は、その概要を学校歯科医執務記

録簿に記入して校長に提出しなくてはならな

い。

（２） 「学校歯科保健における保健教育」

髙木　幸江　先生

① 保健教育は学校の授業時間に学校の先生が

行うものだが、学校歯科医もゲストティー

チャーなどとして参加を要請される場合があ

る。

② 学校の歯科健康診断は、平成７年度から確定

診断ではなく、歯と口の状態を「健康」「要

観察」「要受診」に分けるスクリーニング診

査となり、「早期発見　早期治療」の保健管

理の意味合いよりも「保健教育」的な意味合

いが強くなった。自分の歯・口の状態を把握

し、歯科疾患の原因を理解し、自律的な健康

行動をとれるようにするための保健教育の教

材として活用されるべきものになってきた。

③ 学校でどのように歯科保健教育が行われてい

るのかをある程度理解しておく必要がある。

④「 生きる力をはぐくむ学校での歯・口の健康

づくり」という冊子が文部科学省から出て

おり、学校の先生はこの冊子を基に学校歯

科保健を理解しているので、これに目を

とおしておくとよい。文部科学省のホーム

ページにPDFがアップされている。ただ

し、学習指導要領の改訂に合わせてこの

「生きる力をはぐくむ学校での歯・口の健

学校歯科委員会　　椎名　和郎

「日学歯学校歯科医生涯研修制度」基礎研修会
併催　茨城県歯科医師会学校歯科医研修会　報告

日　時　平成30年３月25日（日）
場　所　茨城県歯科医師会館　　

学校 歯科
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康づくり」も近いうちに改訂されることに

なっている。

（３）「学校歯科保健における保健管理」

海老原　一芳　先生

① 教育の場で行われる健康診断は健康の保持増

進を目的とした健康状態の把握であり、確定

診断ではない。スクリーニングによって

・健　康：０

・要観察：１

・要医療（治療、精密検査）：２

に区分する。

② 実際の検診の流れと検診基準については、

資料１「健康診断の流れと要点」、資料２

「児童生徒の健康診断票（歯・口）の記入方

法」、資料３「歯式記載例」を参考にする。

（これらの資料や、「CO要相談」の解説など

が、茨城県歯科医師会ホームページ「学校歯

科保健関係者の皆様へ」に収載されている）

＜上記資料の補足＞

・顎関節の診断基準

０： 顎関節の雑音、痛み、開口度（３横指以

上）に異常が認められない

１： 開口時に下顎の変位が疑われるもの、時々

関節雑音が感じられるもの、

２： 顎関節、咀嚼筋の疼痛が認められるもの。

顎運動時に顕著な痛みを訴えるもの。開口

時に２横歯以下しか開口できないもの。

・歯肉

ZＳ： 歯石沈着は認められるが歯肉に炎症が認

められない場合は歯石沈着（補助記号

ZS）とし、受診を指示する。

・歯式

サホライド塗布歯： COと同様の扱いとするが、

治療を要する場合はＣとす

る。歯式に記載の必要があ

れば㋚の記号を使用する。

シーラント処置歯： 健全歯の扱い。歯式に記載

の必要があれば㋛の記号を

使用する。

③ 学校管理下の災害による傷害・障害について

の共済給付について

（独立行政法人日本スポーツ振興センター法）

・ 医 療 費： 医療保険対象の医療費（500点以

上）について

　医療費給付＝ 一部負担金（３割分）＋見舞金

（１割分）

・障害見舞金：原則３本以上の歯牙障害に補綴

　障害見舞金給付＝等級14級の２（820,000円）

　＊ ただし、登下校中の災害による障害は半額

給付

④児童虐待防止における学校歯科医の役割

定期健康診断、臨時健康診断時に、

・ 治療勧告後、長期に亘り治療が行われず改善

が認められない場合

・多数のむし歯が見られる場合

・外傷歯の既往が多い場合

などは児童虐待が疑われる。

「児童虐待の防止等に関する法律」では、

　第五条　 学校、児童福祉施設、病院その他児

童の福祉に業務上関係のある団体及

び学校の教職員、児童福祉施設の職

員、医師、保健師、弁護士その他児

童の福祉に職務上関係のある者は、

児童虐待を発見しやすい立場にある

ことを自覚し、児童虐待の早期発見

に努めなければならない。

　第六条　 児童虐待を受けたと思われる児童を

発見した者は、速やかに、これを市町

村、都道府県の設置する福祉事務所

若しくは児童相談所又は児童委員を介

して市町村、都道府県の設置する福祉

事務所若しくは児童相談所に通告しな

ければならないと定められている。

茨歯会報 9
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（４）「学校歯科保健における組織活動」

加藤　昌裕　先生

① 組織活動は学校における保健教育と保健管理

を円滑にかつ効果的に推進するために環境づ

くりをし、支援する活動。

② 内容は学校内の指導体制、家庭および地域の

行政など関係機関との連携、学校保健委員会

の活性を重視することにある。

③ 学校における歯・口の健康づくりを効果的に

推進するためには、教職員の共通理解を図

り、校内の指導体制を確立し、役割を明確に

し、協力し合って指導を展開することが重

要。それを目的として、歯科保健についての

校内研修を行うことは効果的。

④ 学校保健安全委員会、地域学校保健委員会に

積極的に参加する。

おわりに、

 　今年度より、「よい歯の学校表彰　歯科医師

会長賞」の表彰基準が変わった。

 　小学校では５年時と６年時、中学校・高等学

校では２年時と３年時を比較して、

① 一人平均のＣの数がどれだけ減ったか（むし

歯をどれだけ治療したか）。

② ＧまたはGOをもつ児童・生徒の割合がどれ

くらい減ったかによって表彰するようになっ

た。そのため、特にG、GOの検出に注意して

いただくようお願いしたい。

茨歯会報10
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【歯科技工士国家試験】

平成30年２月18日（日）歯科技工士国家試験が

日本歯科大学生命歯学部において実施されました。

２年生５名は前日に試験会場近隣のホテルに宿

泊し、緊張した様子ではありましたが、落ち着い

て試験当日を迎える事ができました。

試験は午前が実地試験、午後が学説試験の日程

で行われました。

そして３月28日（水）14時に合格発表があり、

無事に５名全員が合格することができました。

卒業生たちが、この２年間で学んだ歯科技工の

基本と初心を忘れずに、臨床の場で技工士として

の技術を磨き、長く活躍し続けることを願ってい

ます。

（文責　川崎）

【歯科衛生士国家試験】

平成30年３月４日（日）明海大学浦安キャンパ

スにて第27回歯科衛生士国家試験が行われました。

３年生50名は、早くも緊張している学生や普段通

りの学生など、それぞれの気持ちを抱え、前日に

出発しました。

試験当日、教務副部長の小澤永久先生より激励

の言葉と北野天満宮の合格祈願の鉛筆を頂き、学

生達は大学校舎内へ向かいました。

校舎前は多くの受験生であふれ、本校組織・発

生、病理学、口腔病理学の講師であります東京歯

科大学の橋本貞充先生と、口腔微生物学の講師で

あります日本大学松戸歯学部の齋藤真規先生より

激励を頂き、学生の士気があがったのではないか

と思います。先生方のお心遣いに、心より感謝申

し上げます。

試験が終了し、学生の笑顔を垣間見たときは無

事に試験を終えたことに、引率者としてホッと致

しました。また小澤副部長より労いの言葉を頂い

た事で、受験勉強が一段落し、即座に解放されて

いるように思えました。

同月28日（水）に結果発表があり、現役は全員

合格となりました。この場をお借りし、ご報告さ

せて頂きます。

（文責　山下）

【平成29年度卒業式挙行】
喜びと期待を胸に

３月８日（木）午前10時から茨城県歯科医師会

館講堂で卒業生を含めて関係者約280名を集めて茨

城歯科専門学校の卒業式が挙行されました。

本年度は歯科衛生士科50名、歯科技工士科５名

が式に臨みました。

式は、岡　恵一郎副校長の司会により進められ、

国歌斉唱、校歌斉唱に続き小澤永久教務副部長

（歯科衛生士科）野口知彦教務副部長（歯科技工士

科）が卒業生の氏名点呼を行い、征矢亘校長から

一人ひとりに卒業証書、記念品が授与されました。

﨑
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次いで成績優秀者・無欠席者・特待生の表彰が

行われました。

◇成績優秀者

（歯科衛生士科）

橋京香さん、鈴木美帆さん

橋彩里美さん

（歯科技工士科）

中村毬乃さん、石川可夢さん

◇皆勤賞

（歯科衛生士科）

潮田侑美さん他15名

（歯科技工士科）

石川可夢さん他４名

◇特待生褒賞

（歯科衛生士科）

橋京香さん、井川穂乃佳さん

川　梨咲登さん

（歯科技工士科）

中村毬乃さん、石川可夢さん

◇特別表彰

（いばらき専門カレッジリーグ賞）

（歯科衛生士科）

佐川愛美さん

（歯科技工士科）

畑澤瑞生さん

以上の表彰者に表彰状と記念品が授与されまし

た。

引き続き、日本歯科衛生士会会長表彰ならびに

日本歯科技工士会会長表彰があり、県歯科衛生士

会会長ならびに県歯科技工士会会長から、それぞ

れ佐川愛美さん、石川可夢さんに表彰状と記念品

が贈られました。

次に森永和男名誉校長が「これから皆さんは社

会に旅立っていきます。その社会の中でしっかり

とやっていくために大きな夢を持ってほしい。そ

れにより壁に当たることもあると思いますが、あ

なたたちの周りには必ず支えになってくれるもの

があり、乗り越えることができるはずです。そう

やって壁を乗り越え、社会に役立つ医療人になっ

てください。」と訓辞を述べられ、式辞では征矢亘

学校長が「皆さんには患者さんと心から触れあえ

る歯科衛生士、歯科技工士になってほしい。その

ために、医療人としての成長と共に人としての成

長も望みます。超高齢化社会になり、歯科医療も

パラダイムシフトが起きています。その変化に対

応できるよう、今後更なる研鑽を積んでください。

そして感謝を忘れず、真摯な心で、常に正しく、

強く、高く邁進することを期待します。」とはなむ

けの言葉が送られました。

続いて西野雅之県歯科技工士会会長、芹澤鏡子

県歯科衛生士会会長の祝辞をいただきました。

また、松尾弘美取手歯科衛生専門学校学校長、

小河原智美歯科衛生士科同窓会真珠会会長、瀧川

三雄歯科技工士科同窓会みわ会会長らの来賓紹介

が行われました。

その後、在校生の谷津寛文さんの「人々に愛さ

れる歯科衛生士、歯科技工士になって私たちの模

範でいて下さい。」と心のこもった送辞を受けて藤

原麻耶さんが卒業生を代表して感謝の言葉ととも

に「立派な歯科衛生士、技工士になることを誓い

ます。」と答辞を述べました。

卒業証書、記念品の授与

﨑

髙

髙

髙
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最後に、卒業生代表の中村毬乃さんからの記念

品贈呈で式は終了しました。

その後、記念撮影を行い、卒業生や関係者は謝

恩会の行われる会場へと向かいました。

（文責　小田倉）

【謝恩会】

謝恩会が３月８日(木)卒業式終了後、フェリベ

ールサンシャインにおいて開催されました。

司会進行のもと、謝恩会委員長 歯科衛生士科 片

桐綾子さんの挨拶より始まりました。

続いて学校長 征矢亘先生と茨城県歯科医師会会

長 森永和男先生より挨拶を頂きました。また、在

学中お世話になった先生方に感謝を込めて、歯科

衛生士科の安ひなたさんより校長先生に花束贈呈

が行われました。

その後、岡　恵一郎副校長先生のご発声により

乾杯が行われ、歓談に入り楽しい時間を過ごしま

した。

両科ともに余興としてスライドショーが行われ、

在学中の思い出を振り返ることができました。

また恒例のビンゴゲームでは、多くの賞品があ

り、当選を求めて全員が夢中になり、多いに盛り

上がりました。

最後に茨城歯科専門学校の益々の発展を祈念し

て、卒業生を代表して、歯科技工士科 中村毬乃さ

んの音頭で三本締めが行われ、閉会となりました。

学生は春より社会人となりますが、楽しいこと

ばかりではなく辛いこと、大変なこと、それぞれ

が壁にぶつかると思います。その時は学校で学ん

だことを振り返り、医療人として社会に貢献出来

る人材となってほしいと思います。

（文責　山下）

送辞を述べる谷津寛文さん

答辞を述べる藤原麻耶さん

﨑
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ある日、河内先生からお電話があり、お願いが

あるとの事。何かと思った所、このリレー通信の

バトンを受け取れとのお話でした。河内先生は、

私が開業した当時の牛久市歯科医師会会長でした。

不届き者の私は、その時、歯科医師会への入会を

せずにおりました。河内先生が会長をお辞めにな

って直ぐに入会したので、いまだに「ながおか～、

俺が会長の時は入会しなかったくせに～、今はこ

んなに伸び伸びして～」と甲高い声で言われてお

ります。しかしそれでも大変可愛がりを？頂き、

お世話になっている大先輩からのご指名でしたの

で、快く？繋がせて頂く事にしました。

さて、前置きが長くなりましたが、私が唯一お

稽古を続けている茶道との出会いについてお話を

させて頂きたいと思います。何となく興味があり、

ご近所の教室に入門してから26年が経ちました。

当初はお抹茶を頂く機会に出くわした時に、必要

最低限の作法が解れば良いと言う軽い気持ちでし

た。先生はご高齢ではありましたが、80代後半ま

で海外旅行・テニス・スイミング・PCメールと、

様々な事にチャレンジをされておりました。また、

作法が上手く行かなくても「お茶を美味しく飲ん

で頂ければ良いのだから」と叱責する事も無く、

いつも穏やかで不機嫌になった事を一度もみた事

はありませんでした。また、茶道はその歴史やお

道具は勿論ですが、お庭・お部屋・装道・華道・

香道等の知識も必要だと解りました。未だに継続

しているのは、その時の先生のお人柄や生きざま

を尊敬できた事と、茶道の奥深さ・総合的な文化

体系を感じたからであると思います。また、普段

慌ただしく時間に追われて生活していると、お稽

古中の静かな時の流れと別世界への誘いが、わた

しのストレス解消になっているんだと思います。

千利休から始まった茶道の世界、当時は政治的

な密談の場であったり、粗相があったら切腹まで

命じられた厳しいものであったと聞いております。

その時代であったら、私など命が幾

つあっても足りないと、長岡をご存

知の先生方は思われている事と思い

ます。また、利休は茶道のあり方に

ついて七則を説いております。「茶

は服のよきように点て、炭は湯のわ

くように置き、冬は暖に夏は涼しく、

花は野の花のように生け、刻限は早

めに、降らずとも雨の用意、相客に

No.238

（社）茨城県南歯科医師会　　長岡　未佐子

茶道との出会い
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心せよ」と。つまり、「心をこめる、本質を見極め、

季節感を大切にし、命を尊び、ゆとりを持ち、や

わらかい心を持ち、たがいに尊重しあう」のが大

切との事。この考え方が、いろいろな方と接する

際にとても重要な事なのではと考えます。七則の

教えの様になるにはまだまだ永い道のりですが、

少しでも近づけたらとお稽古の時だけ（笑）思っ

ております。アルコール入りのお抹茶飲んでるで

しょ等と言われておりますが、割と真面目にお稽

古しております。

他愛も無いお話にお付き合い頂きまして有難う

ございました。次回は、日頃から大変お世話にな

っております大先輩の、取手市坂寄惠先生に委ね

させて頂きます。惠先生、宜しくお願い致します。
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「魔女の一撃」

３月のお彼岸の中日にドイツ語で「魔女の一撃」、

ぎっくり腰をした。その日と翌日は、それ程痛み

も無くどうしても体を動かさなければならなかっ

たため、普通に生活をしていた。そして何もせず

動き回ったのが最大の原因となり、その週の金曜

日には腰痛が酷くなり、翌日には坐骨神経痛の症

状が出て、歩行がままならない状況となり、日曜

日には、熱性疾患も伴いダウン。

翌日の月曜日と火曜日は、どうしても振替が出

来ない患者さんを何とか診療した。その二日間は

ドクター用の椅子に座りっぱなしで、ユニットへ

の移動はスタッフの全介助となった。

治療は東洋・西洋問わず、発症から２週間余り

して元の生活が出来る様になった。その間、家族

やスタッフに支えて貰いながら何とか乗り切るこ

とが出来た。本当にありがたい、宝である。今、

細やかではあるがいつもの様に出来る幸せを噛み

締めている。

最後に、私が所属している委員会等に迷惑を掛

けてしまい、本来は個々にするべきではあります

が、この場をお借りしてご迷惑をお掛けして申し

訳ありませんでした。

皆さん体が資本です。健康が一番です。

（コスモッコ）

４月11日に松任谷由実（ユーミン）のデビュー

45周年記念のベストアルバム「ユーミンからの、

恋のうた。」が発売されました。2012年11月に発売

され、ミリオンセラーを記録したデビュー40周年

記念ベストアルバム、CD３枚組、全46曲の「日本

の恋と、ユーミンと。」と合わせてベスト２部作完

結編となります。このベストアルバム「ユーミン

からの、恋のうた。」は、前作には入っていない、

本人自ら選曲した45曲を、伝えたい３つのテーマ

で括りCD３枚組にして、他にコンサートのDVDと

直筆ライナーノーツが入っています。さすがニュ

ーミュージック界のとらやと云われているユーミ

ン、恋愛のテッパン曲ばかりです。私も若い頃は

本当にお世話に（？）なりました。学生時代に皆

でスキーに行ったり、ちょっとゴージャスでバブ

リーだった頃の（死語になっている？）青春時代

を思い出し、懐かしい気持で一杯になります。改

めて今度弾き語りにチャレンジしたいと思いまし

た。そんな数々の珠玉のユーミンの曲の中でも、

やはりギターが気になります。その中でもスタジ

オミュージシャンの松原正樹さんのギターがとて

も好きです。ユーミンの「恋人がサンタクロース」

という曲のギターソロを弾いている人と言えば、

あー、あの曲ね。とわかると思います。とても特

徴のあるギターを弾いて、聞けば一発でその人と

わかります。日本のスティーブ・ルカサーといっ

ても過言ではないと思います。残念ながら2016年

２月８日に、ガンで61歳の若さで亡くなられてし

まいました。本当に残念でなりません。

これからも松原さんのCDや教則本で練習して、

少しでも松原さんの音に近づけるよう頑張ってい

きたいと思います。

（勝）
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最近めっきりと春らしくなってきた。つばめが

飛来し、かえるの鳴き声も聞こえ始めた。そして、

花粉症の患者さんもどんどん増えてきている。今

年の花粉の飛散量は昨年よりも多く、数倍と言わ

れている。思えば昨年もその前も、毎年のように

今年は昨年の何倍といった話を聞いているような

気がする（重度花粉症の家内の話をうのみにして

いるだけかもしれないが）。事実であれば、10年前

と比べるといったい何倍になっているのか、ぞっ

とする。

花粉の元となる植物の育成には、前年の夏の気

象条件が影響するとのこと。気温が高く、日照時

間が長く、雨の少ない夏は花芽が多く形成され、

翌春の花粉飛散量が多くなるそうだ。

私は花粉症ではないのだが、身近でしょっちゅ

う鼻をかみ、くしゃみをしている家内を見ている

と、気の毒になる。つられてくしゃみが出たり、

涙目になったりもする。ん？これはもしかして私

もいよいよ？人の心配をしている場合ではないか

もしれない。

（仁）
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バムに埋もれた写真などをお送り下さい。

日 立
珂 北
水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）支　　部

会 員 数

1種会員
2種会員
終身会員
準 会 員
合 　 計

120
144
153
70
104
175
122
178
154
103
4

1,327

－1

－2
－1

－2

－6

1,147名
48名
128名
4名

1,327名
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